
事業概要
（400字以内）

新潟駅周辺地区は鉄道によって市街地が分断され、主な横断箇所が踏切であることから、周辺道路で
は慢性的な交通渋滞が発生していた。また、以前の経路は交通量が多く、歩道の未整備区間もあり歩行
者にとって危険な状況であった。
当路線は、新潟駅付近連続立体交差事業に伴い、鉄道高架下を横断する幹線道路として整備するもの

であり、南北市街地の連続性及びアクセス機能の向上により、駅周辺地区の渋滞解消に寄与する。
さらに、新潟市交通バリアフリー基本構想の特定経路や南万代小学校の通学路及び新潟県緊急輸送道

路ネットワーク計画の第三次緊急輸送道路に指定されており、無電柱化の実施や自転車道等の整備に
よって、安全で快適な移動空間を確保するとともに、駅を拠点とした道路ネットワークを形成することで交
通の円滑化を図る。

事業規模

事業延長
８１９ｍ

幅 員
３０m

事業期間
平成１８年度～令和元年度

事 業 費
約７０億円
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応募No. 11

事業主体 新潟市 実施都市名 新潟県新潟市

応募者名 新潟市 都市政策部 新潟駅周辺整備事務所

ふりがな
事業名称

としけいかくどうろ３・４・５３５にいがたとやのせん
都市計画道路 ３・４・５３５ 新潟鳥屋野線

事 業 概 要
（新潟鳥屋野線）

みなみばんだい



事 業 位 置 図
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（新潟鳥屋野線）

事業区間



都市計画図(用途地域図)

※ 方位、スケール、主要道路名等は必ず記入願います
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（新潟鳥屋野線）

事業区間
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※事業前・事業後が分かるように示してください。
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（新潟鳥屋野線）
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平面図

<凡例>
歩道及び自転車道

整備箇所



縦断図・横断図

事業後
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（新潟鳥屋野線）

事業前

※左記、代表断面
その他、現道無区間や歩道無区間もある
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6

路線全体の進捗状況
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（新潟鳥屋野線）

凡例
今回応募区間
施行済区間（完成区間）
未施行区間（調査・計画区間）
既設道路

(都)３・４・５３５新潟鳥屋野線
Ｌ＝８１９ｍ、Ｗ＝３０ｍ
令和２年３月１９日供用開始



事 業 前 写 真

平成18年3月撮影
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事 業 後 写 真 （新潟鳥屋野線）

♦道路拡幅、交差点
改良による渋滞緩和

♦無電柱化による防
災機能向上

令和2年3月撮影南から北を望む

➀

②

➂

④

➀

南から北を望む（用地買収前のため
計画法線上に多数の民家がある）

平成18年3月撮影 令和2年3月撮影

北から南を望む 北から南を望む



事 業 前 写 真

平成18年3月撮影
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事 業 後 写 真 （新潟鳥屋野線）

令和2年3月撮影

平成18年3月撮影 令和2年3月撮影

平成18年3月撮影 令和2年3月撮影

♦鉄道在来線の高架
化後、鉄道横断道路
整備による南北市街
地の一体化

♦用地買収により、
屈曲した道路を直線
道路に整備

②

➂

④

♦自転車道整備によ
り、歩行者・自転車
の安全性向上

北から南を望む 北から南を望む

南から北を望む 南から北を望む

南から北を望む 南から北を望む



♦自転車道の設置

ガイドラインに基づき設置。歩行

者との完全分離を図り歩行者の安全

性が向上。幅員2.5ｍを設け、自転

車は対面通行ができる。

♦自転車用信号

対面通行に伴い自転車の安全性

確保のため設置。現時点で、新潟市

では本路線にしか設置されていない。

♦各種標識

交通規制看板を設置。道路法上の

規制をかけた。また、歩行者・自転

車分離標識を設け、初めて通る人に

も視覚的にわかりやすい案内とした。

♦防災機能の向上

地震の際、電柱の倒壊や、電線が

垂れ下がることで、道路が寸断され

ることを防ぐ。

♦通行空間の安全性・快適性の確保

道路の見通しが良くなり、信号機

や道路標識が見やすくなる。また、

歩道が広く使えるため、歩行者や

車いす、ベビーカーを利用する人に

も安全で利用しやすい歩行空間が

形成される。

♦その他

・良好な景観形成

・資産価値の向上

事業効果アピール資料
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（新潟鳥屋野線）

安全性・利便性の向上（無電柱化） 安全性・利便性の向上（自転車道）



交通転換 交通転換

旧天神尾踏切 旧⽶⼭踏切

開通前[踏切]

歩⾏者・⾃転⾞と
⾃動⾞が交錯

開通後[旧踏切]

⾃動⾞交通量が減少し
歩⾏者・⾃転⾞の安全性向上

新潟⿃屋野線
⾃動⾞類：11,725台／14h
歩⾏者類：2,978   ⼈・台／14h

交通の円滑化

・調査時間：7時〜21時（14時間）
・観測種類

⾃動⾞類 （乗⽤⾞、バス、⼩型貨物、普通貨物、タクシー）
歩⾏者・⾃転⾞類（歩⾏者、⾃転⾞、シニアカーなどのその他）

事業効果アピール資料

第33回全国街路事業コンクール応募資料

（新潟鳥屋野線）

○新潟鳥屋野線の開通により、開通前の経路である旧米山踏切・旧天神尾踏
切の交通量が減少しており、交通の転換により安全性・利便性が向上した。
さらに、南北方向の総交通量は増加していることから、交通ネットワークの
充実による交通の円滑化が図られている。

○旧踏切部は幅員が狭く、朝夕の混
雑時間帯は自動車と歩行者が交錯す
るなど危険な場所であったが、交通
量の減少により解消が図られた。

10

【合計】
約１．５倍に増

【旧踏切】
約４０％に減

【合計】
約１．５倍に増

【旧踏切】
約８０％に減 連⽴事業で踏切撤去



開通による到達圏域の広がり

(到達圏域の変化/中心地点:

下所島出張所)

P.１１

※５分=呼吸を停止して、
蘇生措置を始めた場合、
生存率が25%になるとされる時間

(出典:H22センサスデータ、総務省消防局ホームページ)

走行時間の短縮

事業効果アピール資料
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（新潟鳥屋野線）
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新潟市消防署
下所島出張所 専門学校

北越高校

ＪＲ新潟駅

消防署からの５分間の到達圏域が１２％拡大

約２分短縮

３Km/h向上
凡例

―：開通前経路
―：開通後経路

0.5㎢拡⼤
（約12％）

凡例
：開通前の5分間圏域
：開通後の5分間圏域



苦労や工夫等アピール資料
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（新潟鳥屋野線）

●地元住民との調整 平成14年

・

・

平成15年

・

平成16年

・

平成17年

平成18年

平成19年

平成20年

平成21年

・

・

・

平成22年

・

・

・

平成23年

第1~2回説明会

第1~3回勉強会

第3~6回説明会

用地買収交渉

都市計画変更
説明会等

事業認可

第1回まちづくり
勉強会

まちづくり
ニュース➀

工事着手

第2回まちづくり
勉強会

まちづくり
ニュース②~④

説明会・勉強会の様子

まちづくり勉強会の様子

まちづくりニュース

♦法線上やその周辺に多数の民家があり、工事着手にあた

り、地元と情報共有を図りながら課題を解決し、理解して

頂いた上で、工事着手に至った。

♦下記、主たる課題。

・整備により消失する公園の代替地

・民地と道路との地盤高の調整

・取付道路の接続方法

・交差点、信号機設置の有無

・町内会の中央を道路が通ることによる、

コミュニティの分断

・道路から民地への車両乗入れの有無

♦右記、年表以外にも地元町内会長や警察と頻繁に協議を

重ね、上記課題を解決し、工事に至った。

都市計画変更



苦労や工夫等アピール資料
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●住宅街での施工

（新潟鳥屋野線）

当路線は、市街地内における住宅等が隣接した現場であり、

併せて長期間に渡り鉄道高架化工事も行われていたことから、

周辺住民に出来る限りの配慮をしながら工事を進めた。

●交通の切り回し

施工区間が交通量が多い現道を含めての工事であったことか

ら、交通の切り回しを行いながら工事を進めていく必要があり、

施工計画を検討する段階から多くの課題解決を求められた。

●多数の関係機関協議

当路線は、鉄道の高架下を横断する道路であり、併せて電

線共同溝工事を行ったことから、鉄道事業者や電線管理者と

工程や施工方法等について多くの協議が必要であった。

●事業効果の早期発現

施工にあたっては117件の用地取得が必要であり、長期の時

間を要したが、施工可能な箇所から工事を進め、部分的に供

用を開始することで、事業効果の早期発現に努めた。

鉄道高架下工事

電線共同溝工事



受賞歴・報道資料
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（新潟鳥屋野線）

令和元年5月にJR越後線の高架下区間の工事が完了したことで、鉄道で分断された南北の道路がつながり、2車

線で部分開通をした。4車線での全面開通は無電柱化事業における入線・抜柱後の令和2年3月であるが、南北横

断による事業効果の早期発現を図るため、先行して2車線で開通をした。下記はその際の新聞等報道である。

令和元年5月10日 新潟日報

平成31年4月19日

日本経済新聞（ウェブ）

平成31年4月16日

にいがた経済新聞（ウェブ）



受賞歴・報道資料
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（新潟鳥屋野線）

令和2年3月19日に全面開通し、直後に開通イベントを行う予定であっ

たが、コロナ禍ということもありイベントを延期した。下記は遅れて

行ったイベントのテレビ報道である。

令和2年10月30日 TeNYテレビ新潟


